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では、多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

を互
たが

いに理
り

解
かい

し合
あ

い、共
とも

に生
い

きていこうとする、

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

をめざす資
し

質
しつ

や能
のう

力
りょく

を持
も

った子
こ

どもを育
はぐく

むために、多
た

様
よう

な価
か

値
ち

観
かん

や 

文
ぶん

化
か

を持
も

っている子
こ

ども同
どう

士
し

が共
とも

に学
まな

ぶ多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

教育
きょういく

を推進
すいしん

しています。 

国
こく

際
さい

化
か

の進展
しんてん

に伴
ともな

い、大阪
おおさか

市
し

立
りつ

幼稚園
ようちえん

・小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

・義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

には、韓国
かんこく

・

朝鮮
ちょうせん

をはじめ、中国
ちゅうごく

、フィリピン、ベトナム、ペルー、ブラジル等
など

、50以
い

上
じょう

の国
くに

と地
ち

域
いき

につながる子
こ

どもが通園
つうえん

・通学
つうがく

しています。 

また、「本
ほん

名
みょう

を呼
よ

び・名
な

のる」ことができる学校
がっこう

園
えん

の環境
かんきょう

づくりを積極的
せっきょくてき

に進
すす

めて

います。名
な

前
まえ

は個
こ

人
じん

を象 徴
しょうちょう

するものであり、本
ほん

名
みょう

を使
つか

うことが自然
し ぜ ん

です。 

一方
いっぽう

、新
しん

規
き

に来日
らいにち

した子
こ

ども、国際
こくさい

結婚
けっこん

の家
か

庭
てい

に生
う

まれた子
こ

ども、様々
さまざま

な経
けい

緯
い

により

在日
ざいにち

している子
こ

ども、日
に

本
ほん

国籍
こくせき

を取得
しゅとく

した子
こ

ども等
など

、子
こ

どもたちの民族的
みんぞくてき

背景
はいけい

は多
た

様
よう

で

す。子
こ

どもたちの自
じ

尊
そん

感
かん

情
じょう

を高
たか

めることや、母語
ぼ ご

・母
ぼ

文
ぶん

化
か

を保
ほ

障
しょう

するためには、「ルー

ツにつながる名
な

前
まえ

」も大切
たいせつ

だと考
かんが

えます。 

本
ほん

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

は、今
こん

後
ご

も本名
ほんみょう

（ルーツにつながる名
な

前
まえ

）を使
し

用
よう

することで自己
じ こ

のア

イデンティティの確立
かくりつ

や豊
ゆた

かな出会
で あ

い、ちがいを豊
ゆた

かさとして認
みと

め合
あ

う子
こ

どもの育成
いくせい

に

取
と

り組
く

むとともに、本名
ほんみょう

（ルーツにつながる名
な

前
まえ

）を使
し

用
よう

することによって起
お

きる偏見
へんけん

や差
さ

別
べつ

をなくすための指
し

導
どう

に努
つと

めてまいります。 

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆様
みなさま

におかれましては、以上
いじょう

の趣
しゅ

旨
し

につきまして、ご理
り

解
かい

をよろしくお願
ねが

い

いたします。 
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